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18のエビデンス（薄片観察結果）（1/3）青枠：修正箇所



500 500 

1 mm1 mm
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18のエビデンス（薄片観察結果）（2/3）青枠：修正箇所



500 500 
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18のエビデンス（薄片観察結果）（3/3）青枠：修正箇所



0 5 cm青枠部拡大

最新活動面認定根拠（H27-B-1 深度46.12～46.17m）

コア写真

46 47

46 47

黄枠部拡大

・肉眼観察では，最新活動面が細粒部の上端（深度46.16m）か下端（深度46.17m）かを判断できないため，CT画像を
利用した。

・CT画像では，より直線的であることから，深度46.16mのせん断面を最新活動面に認定した。

0 10 cm

0 5 cm

最新活動面

凡例

最新活動面の候補とした面

凡例

※：写真上は白色で記載

破砕部範囲※ 最新活動面

4-59

19のエビデンス（最新活動面）



最新活動面認定根拠（H27-B-1 深度49.17～49.22m）

コア写真

0 5 cm
青枠部拡大

・細粒部を伴い最も直線的であることから，深度49.17mのせん断面を最新活動面に認定した。

最新活動面

凡例

凡例

※：写真上は白色で記載

破砕部範囲※ 最新活動面

49 50
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20のエビデンス(最新活動面)
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21のエビデンス（走向・傾斜）
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21のエビデンス（条線）



 N27 E43 W
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N
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21のエビデンス（変位センス）（1/2）青枠：変位センスに関する部分



500 500 

200 200 
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21のエビデンス（変位センス）（2/2）



 N27 E64 W
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22のエビデンス（薄片観察結果）（1/2）青枠：修正箇所



500 500 

1 mm1 mm
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22のエビデンス（薄片観察結果）（2/2）青枠：修正箇所
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23のエビデンス（走向・傾斜）
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24のエビデンス（薄片観察結果）（1/3）青枠：修正箇所



100 100 

500 500 
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24のエビデンス（薄片観察結果）（2/3）青枠：修正箇所



100 100 
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24のエビデンス（薄片観察結果）（3/3）青枠：修正箇所



27

30
90
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25のエビデンス
（走向・傾斜）(1/3)
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25のエビデンス（走向・傾斜）(2/3)
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25のエビデンス（走向・傾斜）(3/3)



74 75

コア写真

凡例

断層ガウジ 最新活動面

※：写真上は白色で記載

破砕部範囲※条線観察位置

条線観察位置拡大 赤枠内拡大

5 mm

1 mm

条線観察結果（H27-B-1孔 深度74.40m）

H27-B-1孔 深度74.40mの断層面の走向・傾斜はN41°W66°W※であり，52Rの条線が認められる。 （※破砕部の走向・傾斜をBHTV画像から取得できな
かったことから，同一ボーリングコアの他の不連続面と本破砕部の位置関係から推定した走向・傾斜データを使用）

観察模式図

凡 例

条線方向

凡 例

レイク最新活動面

52°

N41°W

66°W

※上盤側から観察
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25のエビデンス（条線）



 N41 W66 W
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25のエビデンス（変位センス）（1/2）青枠：変位センスに関する部分



500 500 

100 100 
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25のエビデンス（変位センス）（2/2）



68 45
N34 E87 NW
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26のエビデンス
（走向・傾斜）（1/3)
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26のエビデンス（走向・傾斜）（2/3)
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26のエビデンス（走向・傾斜）（3/3)
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26のエビデンス（条線）



 N44 E72 E
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26のエビデンス（変位センス）（1/3）青枠：変位センスに関する部分




